
○機関日誌の記載に関する細部事項について（通知） 

平成４年４月13日 

海幕運第1885号 

改正 平成10年12月８日 海幕運第5761号〔第１次改正〕      

海上幕僚監部防衛部長から各部隊の長・各機関の長あて 

機関日誌の記載に関する細部事項について（通知） 

 標記について、機関日誌に関する達（平成４年海上自衛隊達第 20 号）第８条の規定に基づ

き、別紙のとおり定め、平成４年４月13日から実施するので通知する。 

 なお、機関日誌取扱記載要領の細部事項について（通知）（海幕運第1517号。42.４.４）及

び機関日誌補助簿について（通知）（海幕運第 5946 号。48.11.21）は、平成４年４月 13 日を

もつて廃止する。 

添付書類：別 紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙 

機関日誌の記載に関する細部事項 

１ 一般記載要領 

(１) 機関日誌は、月ごとに更新し、記録する。 

(２) 機関日誌の記載は、青色又は黒色のペン書き（ボールペンを含む。以下同じ。）とする。 

(３) 記載事項の訂正は、青色又は黒色のペンで行うものとし、字句を削る場合又は字句を改

める場合は当該字句を一線で抹消し、訂正印を押す。 

字句を追加する場合は、適宜の余白に追加する字句を記載し訂正印を押す。余白のない場

合は、同質の他の白紙に記載し、本紙に添付することができる。この際、本紙と添付紙の

両方に掛かるように割印する。 

(４) 表紙及び内表紙の所属は所属する部隊名を、番号及び艦船名は艦船国籍証書に記載して

ある番号及び名称を記載する。 

(５) 該当事項のない欄（計測器具がないため、測定できないものを含む。）は、斜線を引く。 

(６) 記載事項が上欄と同じ場合、同上を表す記号「〃」を用いることができる。 

(７) 時刻の記載は、次の例による。 

午前２時15分    ０２１５ 

午後８時40分    ２０４０ 

(８) 計測の数量は、次の各号に掲げる区分により四捨五入するものとする。 

ア 単位に止めるもの 

 排水量、馬力、燃料（リットル単位の場合）、潤滑油、電圧、電流、周波数、温度、

真空及びビルジ（センチメートル単位の場合） 

イ 小数第１位に止めるもの 

 プロペラ軸毎分回転数、蒸気圧、排気圧、ガス圧、通風圧、速力、航程、燃料（キロ

リットル単位の場合）、真水（飲料水、ボイラ予備水）、電力及びビルジ（立方メートル

単位の場合） 

ウ 小数第２位に止めるもの 



 喫水 

(９) 機関日誌に関する達（平成４年海上自衛隊達第20号。以下「達」という。）第７条に規

定する機関日誌補助簿の様式は、次のとおりとする。 

   区              分   様  式 

 速    力    記    録    簿  別記様式第１ 

 蒸 気 タ ー ビ ン 主 機 用  別記様式第２ 

 ガスタービン主機（ＣＯＤＯＧ）用  別記様式第３ 

 ガスタービン主機（ＣＯＧＡＧ・ＣＯＧ 

 ＯＧ）用 
 別記様式第４ 

 護衛艦・補給艦ディーゼル主機用  別記様式第５ 

 掃海艦・掃海艇ディーゼル主機用  別記様式第６ 

 中 型 デ ィ ー ゼ ル 主 機 用  別記様式第７ 

 運 

  

 転  

  

 記  

  

 録  

 小 型 デ ィ ー ゼ ル 主 機 用  別記様式第８ 

 汽     醸     記     録  別記様式第９ 

(10) 次の補機等については、適宜の様式により発停時刻（自動発停機器は電源スイッチの

入・切の時刻）、運転諸元及び汽醸諸元を記載する。 

発電機、造水装置、補助ボイラ、空気圧縮機（マスカー及びプレリー用を含む。）、油水分

離器、舵取装置、揚錨機、主蓄電池（潜水艦に限る。）、フィンスタビライザー、消火海水

ポンプ、消火散水ポンプ、電動発電機、ジャイロコンパス、ＣＰＰ装置、スラスター及び

その他の補機 

２ 記録欄の記載 

 次の各号により記載するものとし、航海中は第４号から第７号までについて、毎時に記載

する。 

(１) 年月日欄 

当日０時に立直中の達第４条に規定する記載者（以下「記載者」という。）が記載する。 



(２) 自至、停泊地欄 

自及び至の欄には、当日の出港地名及び入港地名をすべて記載する。また、停泊地欄に

は、当日の24 時における停泊地名を記載するものとし、24 時現在において航海が継続中

の場合には、「航海中」と記載する。 

(３) 記載者欄 

記載者は、その氏名を自署する。交代した場合は、時刻欄の時刻に相当する位置に区切

線を付す。ただし、正時の途中で交代した場合は、区切線の上側にその時刻を付記し、交

代が短時間で氏名を書く余白がない場合は、記事欄に交代時刻を記載し、その氏名を自署

する。 

(４) 時刻欄 

毎時の行間を空けずに記載する。 

(５) 総軸毎分平均回転数 

 

なお、減軸運転における誘転軸の回転数は、使用軸の回転数として加算しないが、ちん

ば運転の場合は、両軸の回転数を加算する。 

(６) 主機使用区分欄 

ア 蒸気タービン主機の場合 

 高圧運転又は巡航運転の区分をそれぞれ「Ｈ」又は「Ｃ」（シリーズ・パラレルター

ビンを装備する艦船にあってはシリーズ運転、シリーズ・パラレル運転又はパラレル運

転の区分をそれぞれ「Ｓｅ」、「ＳＰ」又は「Ｐａ」）の略符をもつて左／右の区分によ

り記載する。 

    例 左舷機高圧運転、右舷機巡航運転の場合 Ｈ／Ｃ 

イ ガスタービン主機（ディーゼル主機との組合わせを含む。）の場合 

  主ガスタービン主機又は巡航ガスタービン主機の運転の区分をそれぞれ「Ｍ」又は

「Ｃ」、ガスタービン主機又はディーゼル主機の運転の区分をそれぞれ「Ｇ」又は「Ｄ」

の略符をもつて左／右の区分により記載する。 

使用軸の回転数の和 
航海時数（分）×使用軸数 

を記載する。



  ただし、１機２軸配置の艦船の場合は、艦首側の主機を左、艦尾側の主機を右として

記載する。 

例１ ＣＯＧＯＧ艦で左舷機巡航ガスタービン主機、右舷機主ガスタービン主機を使

用する場合 Ｃ／Ｍ 

例２ ＣＯＧＡＧ艦ですべての主機を使用する場合 Ｍ・Ｃ／Ｍ・Ｃ又は２／２ 

例３ ＣＯＤＯＧ艦で左舷機ディーゼル主機、右舷機ガスタービン主機を使用する場

合 Ｄ／Ｇ 

ウ ディーゼル主機（電気推進を含む。）の場合 

 主機使用台数を左／右の区分により記載する。 

 例 両舷機各２台を使用する場合 ２／２ 

エ 推進軸３軸を有する場合 

 主機使用台数を左／中／右の区分により記載する。 

オ 減軸運転の場合 

 減軸運転時の不使用軸は、誘転の場合「Ｏ」、軸固定の場合「Ｏ（Ｓ）」と記載する。 

 例 左舷軸固定、右舷機巡航運転の場合 Ｏ（Ｓ）／Ｃ 

(７) 使用主ボイラ、ディーゼル主機又はガスタービン主機の番号欄 

主機械運転に使用中の主ボイラ、ディーゼル主機又はガスタービン主機の番号を記載す

る。 

例１ １号及び２号主ボイラを使用する場合 １・２ 

例２ １号、２号、３号及び４号ディーゼル主機（又はガスタービン主機）を使用する

場合 １・２・３・４ 

例３ ２号主ガスタービン主機及び１号巡航ガスタービン主機を使用する場合 

２Ｍ・１Ｃ 

例４ ２号主ガスタービン主機及び１号巡航ディーゼル主機を使用する場合 

２Ｇ・１Ｄ 

(８) 出きょ後の日数欄 



最近の出きょ日からの経過日数を記載する。 

(９) 喫水及び排水量欄 

出入港時の前、後部及び平均喫水並びに排水量を記載する。 

(10) 燃料、潤滑油、飲料水及びボイラ予備水欄 

ア 燃料の単位（kℓ・ℓ）は、それぞれの艦船に適応するkℓ又はℓを○で囲む。また、常に

同じ単位を用いる。 

イ 燃料及び潤滑油の種別欄には、各艦船搭載の燃料及び潤滑油の種類を記載する。 

ウ 燃料消費量の欄には、０時から 24 時までの消費量を航海用、停泊用に区分して記載

する。なお、航海用、停泊用の区分は次による。 

(ア) 航海用燃料とは、「出港用意」から「機械よろしい」までの間に消費したすべての

燃料をいい、主機用、発電機用、調理用、暖房用、搭載艇機関用及びその他雑用一切

を含むものとする。 

(イ) 停泊用燃料とは、「機械よろしい」以降、次の「出港用意」までの間に消費したす

べての燃料をいい、次の各項を含むものとする。 

ａ 発電機用、調理用、暖房用及び雑用 

ｂ 停泊訓練用 

ｃ 停泊中の機関待機用及び機関の諸試験用 

ｄ 点火・汽醸用、暖気・暖管用及び試運転用並びに機関の停泊状態への移行用 

ｅ 停泊中の搭載艇機関用 

ｆ 停泊中の充電用（潜水艦に限る。） 

(11) 主ボイラの状態及ぴ性状欄 

ア 航海中は毎日の０時と 12 時、停泊汽醸中は毎日の 12 時、休止中は毎週月曜日の 12

時におけるそれぞれのボイラの状態及び性状を次の例により記載する。ただし、ボイラ

水を取替えた場合はその都度記載する。 

イ 主ボイラの状態記号は次のとおりとする。 

 Ｓ：汽醸  Ｋ：継火  Ｗ：使用水準  Ｆ：満水 

 Ｏ：開放  Ａ：蒸気シール 



 例 

 

注 航海中は、欄を／で上下に２分し、上段に０時の、下段に 12 時の状態及ぴ性状

を記載する。 

ウ 主ボイラを装備していない艦船にあつては、本欄を補助ボイラの状態及び性状の記載

に使用することができる。 

(12) ビルジ最高値、ビルジタンク及び汚油タンク欄 

航泊にかかわらず、当日の８時及び 20 時の艦船内ビルジ計測値のうち、最高値の場所

及びその深さ並びにビルジタンク及び汚油タンクの汚油の量を記載する。 

   例 

  

(13) 燃料、潤滑油、真水、蒸気及び電力の搭載等欄 

燃料、潤滑油及び真水の搭載又は移載並びに蒸気及び電力の授受を行った場合、開始（終

了）時刻及び搭載又は授受の状況を次の例により記載する。 

   例 

開始（終了）時刻 受（送） 陸（艦） 量

0900(1100) 受 Y0-8号 50kℓ

0900(1100) 受 F11岸壁 1kℓ

0900(1100) 受 YW-7号 30ton

1700(2400) 受 陸

交　流 0000(0600) 受 たちかぜ

直　流

燃料、潤滑油、真水、蒸気及び電力の搭載等

電
　
力

燃　　　料

潤　滑　油

真　　　水

蒸　　　気

 



(14) 備考欄 

各欄の記載事項のうち、その内容を補足しておく必要があると思われる事項について記

載する。特に、次の事項については、具体的内容を要約のうえ記載する。 

ア 航海中における主要機器の開放検査及び整備 

イ 搭載した燃料、潤滑油の性状 

ウ ビルジの処理、移動及び移載 

エ その他機関の管理上必要と認める所見等 

３ 特別記事欄の記載 

 次の事項について記載する。なお、後日の証拠又は参考となるものについては、時刻を併

記する。 

(１) 自衛隊法（昭和29年法律第165号）第６章に規定する自衛隊の行動、検閲及び演習 

(２) 機関の運転整備に伴う人員の事故、主要機器の故障等 

(３) 速力試験、運転成績調査等 

(４) 当日実施した主要訓練、作業及び諸点検 

(５) 着（離）任した機関科幹部自衛官の階級、氏名及び准海尉、海曹士自衛官の員数 

(６) 出入きょ 

(７) 時刻帯変更 

(８) その他機関科において記録しておくべき重要事項 

４ 記事欄の記載 

(１) 次の事項について、時刻とともに記載する。 

ア 主機及び主ボイラの準備、主機の試運転、操縦及び停泊状態への移行作業（ただし、

発停及び増減速を除く。） 

イ 主要補機（第１項(10)に定める補機）の発停 

ウ 主要弁の開閉 

エ 操縦場所の切替え（艦橋操縦装置装備の艦船に限る。） 

オ すす吹き掃除、大気中への蒸気、高圧空気等の放出及び汽笛サイレンの試験等の諸作



業 

カ 応急運転又は応急運転によらない減軸、ちんば運転等の運転種別の変更 

キ 主燃料タンクの使用状況及びその変更 

ク 主要機器の開放検査及び整備 

ケ 軸ブレーキの使用（航海中に限る。） 

コ ガスタービン機関の洗浄、防せい、モータリング点検、確認運転及びバーリング作業 

サ 潜入、浮上及びスノーケル（潜水艦に限る。） 

シ 充電の始終及び主蓄電池容量試験（潜水艦に限る。） 

ス 低圧排水及び排気管フラッシング（潜水艦に限る。） 

セ その他必要と認めた事項 

(２) 航海記事と停泊記事に区分して記載し、休日等において作業を実施しなかった場合は斜

線を引く。 

(３) 航海記事は、「出港用意」から「機械よろしい」までの間において記載する。ただし、

次の各項については、航海記事に準じて記載する。 

ア 出港又は試験のための機関の準備及び試運転 

イ 「機械よろしい」から停泊状態への移行作業 

(４) 停泊記事は、時刻欄とは関係なく、全般の部、機械部、ボイラ部、電機部、応急工作部

等に区分し、各部において当日実施した主要な諸作業を記載する。 

(５) 造船所、造修補給所等による艦内作業は、「部外作業」、「造修補給所作業」等として一

括し、乗員による艦内作業と区別し、作業概要及び工場名又は造修補給所名を記載する。 

５ 速力記録簿の記載 

 速力記録部は、次のほか機関日誌に準じ記載する。 

(１) 時刻欄 

「出港用意」の令を受けたとき又は艦橋指令により推進軸の回転を始めたときから「機

械よろしい」の令を受けるまでの間における速力の指令時刻及び毎正時を記載する。 

(２) 指令欄 



「出港用意」、指令速力、回転数の増減（増の場合は「黒」、減の場合は「赤」という。

以下同じ。）、翼角の増減及び「機械よろしい」を次の要領により記載する。 

ア 使用軸及び指令速力については、次の表の記号を使用して記載する。ただし、各軸別

に本記録簿を使用する場合は、軸の区分を表紙に記載し、使用軸欄の記載を省略するこ

とができる。 

前進 更新 Ｈ1

最微速 Ａ0 Ｂ0 Ｈ2

微　速 Ａ1 Ｂ1 …

半　速 Ａ2 Ｂ2 Ｈm

原　速 Ａ3 Ｂ3 右 Ｒ

強　速 Ａ4 Ｂ4 中 Ｍ

一　杯 Ａc Ｂc 左 Ｌ

停　止
両舷(又は)
軸同時使用 Ｔ

第 １ 戦 速

使
用
軸

Ｓ

最 大 戦 速

…

第 ２ 戦 速

 

イ 赤黒の記載は、次の例による。 

    赤５……－５  黒 10……＋10  赤黒なし……±０ 

ウ 「急げ」の記載は、次の例による。 

 前進原速「急げ」…… 

エ 掃海艇の掃海時の速力の記載は、掃海法の記号と指令速力のノット数を併記する。掃

海法の記号は、次のとおりとする。 

 係維掃海……ＭＥＳ   磁気掃海……ＭＧＳ 

 音響掃海……ＡＣＳ   複合掃海……ＣＢＳ 

    例 係維掃海、指令速力５ノットの場合……ＭＥＳ  

オ 潜水艦において、使用主機数を含めて速力を指令する場合の記載は、次の例による。 

 １機前進原速……   

カ ノット数指令の記載は、次の例による。 

 前進５ノット……Ａ⑤ 

キ 翼角指令の記載は、次の例による。 

 翼角前進７度……ＣＣＰ＋７ 翼角後進５度……ＣＣＰ－５ 

A3 1/2 

A(1) 3 



ク 中間速力は、当該速力区分と指定された速力（ノット数）を併記する。 

 例 原速を14ノットとする場合……    

(３) 積算回転数欄 

ア 出港の際の最初の速力指令時、毎正時、減軸運転の開始（修了）時及び「機械よろし

い」下令時の積算回転数の読みを記載する。 

イ 積算回転計の故障等により積算回転数を計測できない場合は、その旨を本欄に記載す

る。 

(４) 署 名 

ア 達第４条に記載する記載者（艦船操縦装置装備の艦船のうち、本記録簿を艦橋におい

て記載するものにあつては、当直士官（哨戒配備で航行中は、哨戒長をいう。）とする。）

は、当直交代の際、当該当直の最後の記載欄の次に署名又は押印する。 

 

イ 達第７条第４項の規定により、速力回転通信記録装置の記録をもつて速力記録簿に代

える場合は、機関長は一巻の記録紙の使用終了の都度点検し、署名又は押印する。その

際当該記録に使用期間、所属、番号及び艦（船）名を併記するものとする。 

６ 運転記録及び汽醸記録の記載 

 運転記録及び汽醸記録は、次のほか機関日誌に準じ記載する。 

(１) 全 般 

艦船の装備機関の型式等により不具合な欄は、適宜修正又は削除して記載する。 

(２) 燃料消費量欄 

毎時間における燃料消費量を記載する。ただし、燃料流量計を装備していない艦船にお

いては、適宜の時間における平均値をもつて記載することができる。 

(３) 記事欄 

次を含め、当該当直中における特記事項及び特に申継ぎに必要と思われる事項を記載す

A3⑭



る。 

ア 主要補機（第１項(10)に定める補機）の発停及び使用状況 

イ 主要弁の開閉の状況 

ウ ガスタービン機関の洗浄、防せい、モータリング点検、確認運転及びバーリング作業 

エ すす吹き掃除 

オ ボイラ水のブロー 

カ ビルジの処理 

キ 予備水の移動 

ク バラスト水の搭載状況 

ケ 造水装置からの送水先 

コ ボイラ水、給水及び復水の性状 

サ マスカ及びプレリーの放気 

(４) 署名 

ア 運転及び汽醸に従事した当直の先任の海曹（士）は、当直交代の際、所定の欄に当該

当直時間を記入し、署名又は押印する。 

イ 機械員長又はボイラ員長は、記載内容を確認し所定の欄に押印する。 

ウ 達第７条第４項の規定により、機関自動監視記録装置の記録をもつて運転記録又は汽

醸記録に代える場合は、機関長は記録紙の使用終了の都度点検し、署名又は押印する。

その際当該記録に使用期間、所属、番号及び艦（船）名を併記するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第１（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 （内表紙表頁） 

 

 

 

 

 

 （内表紙裏頁） 

 

（記 号） 

前進 更新 Ｈ1

最微速 Ａ0 Ｂ0 Ｈ2

微　速 Ａ1 Ｂ1 …

半　速 Ａ2 Ｂ2 Ｈm

原　速 Ａ3 Ｂ3 右 Ｒ

強　速 Ａ4 Ｂ4 中 Ｍ

一　杯 Ａc Ｂc 左 Ｌ

停　止
両舷(又は３)
軸同時使用 Ｔ

第 １ 戦 速

使
用
軸

Ｓ

最 大 戦 速

…

第 ２ 戦 速

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（速 力 記 録 簿） 

自  年  月  日 
至  年  月  日 
海 上 自 衛 隊 

番   号 
所  属 

艦 (船 )名

 

 

 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（速 力 記 録 簿）

自  年  月  日 
至  年  月  日 
海 上 自 衛 隊 

所  属 

艦 (船 )名 
番   号 

機 関 長 



 （奇数頁（１～119頁）） 

使用軸 速　力 使用軸 速　力 使用軸 速　力
積算回転数

　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

指　　　　令
積算回転数 時　　刻

指　　　　令
時　　刻

指　　　　令
積算回転数 時　　刻

 

 （偶数頁（２～120頁）） 

使用軸 速　力 使用軸 速　力 使用軸 速　力
積算回転数

　機関長印

指　　　　令
積算回転数 時　　刻

指　　　　令
時　　刻

指　　　　令
積算回転数 時　　刻

 



別記様式第２（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ） 
（蒸気タービン主機用） 

所  属 
番  号 

艦  名 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

自 至

１
段

２
段

当直時刻

記 載 者

補　助主蒸気
室
　
内
　
温
　
度

燃
　
料
　
消
　
費
　
量

圧
　
　
　
　
　
力

総
軸
毎
分
平
均
回
転
数

積算回転数
時
　
　
　
　
　
刻

タ　ー　ビ　ン　蒸　気　圧

低
　
蒸
　
気
　
室

高
　
　
１
　
　
段

高
　
蒸
　
気
　
室

巡
　
　
１
　
　
段

巡
　
蒸
　
気
　
室

蒸
　
　
気
　
　
圧

蒸気室温度 巡
　
排
　
気
　
温
　
度

海　水
温　度

低
　
　
　
　
　
圧

高
　
　
　
　
　
圧

巡
　
　
　
　
　
航

器　内
真　空

蒸　気　圧真
　
　
　
　
　
空

上
　
部
　
温
　
度

入
　
口

出
　
口

圧
　
　
力

温
　
　
度

塩
　
　
分

復　　水

パ
ッ

キ
ン
蒸
　
気
　
圧

循
環
ポ
ン
プ
蒸
気
室
圧

循
環
ポ
ン
プ
　
回
転
数

右
　
　
　
　
　
軸

合
　
　
　
　
　
計

主　　復　　水　　器

使
　
　
用
　
　
数

１
　
　
連

２
　
　
連

温
　
　
　
　
　
度

記
　
　
　
　
事

　　年　　　月　　　日　　　曜日 停泊地

空気エゼクター

左
　
　
　
　
　
軸

排
　
　
気
　
　
圧

巡
　
ノ
ズ
ル
　
室

巡
　
排
　
気
　
室

高
　
ノ
ズ
ル
　
室

高
　
　
２
　
　
段

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

当直時刻

記 載 者

員長　　印機関長　　印

時
　
　
　
　
　
刻

復水ポンプ 潤　　　　滑　　　　装　　　　置

ド
レ
ン
タ
ン
ク
現
量

蒸
　
気
　
圧

吐
　
出
　
圧

吐
　
出
　
圧

蒸
　
気
　
圧

冷
却
器

軸　　受　　温　　度 予備水ﾀﾝｸ現量

電
動
ポ
ン
プ
吐
出
圧

注
油
主
管
　
圧
力

注
温
度

入
口

出
口

タ
ー

ビ
ン
最
高
温
度

減
速
装
置

最
高
温
度

主
　
ス
ラ
ス
ト
軸

主 巡 主ポンプ 直
結
ポ
ン
プ
吐
出
圧

吐
　
出
　
圧

回
　
転
　
数

主　　　補　　　機　　　使　　　用　　　時　　　数

機 器 名 起 動 時 刻 計
停 止 時 刻 小 計 累 計

巡　　航
タービン

主 巡
番
号

温
度

後　　進
タービン

高　　圧
タービン

消
　
防
　
主
　
管
　
圧

中
間
軸
受

最
高
温
度

Ｎ

ｏ

・

２

Ｎ

ｏ

・

３

Ｎ

ｏ

・

１

Ｎ

ｏ

・

４
主復水器

　号操油
ポ ン プ
復 環 水
ポ ン プ
電動復水
ポ ン プ
主 復 水
ポ ン プ
　  　号
発 電 機
　  　号
発 電 機
  　　号
造水装置
  　　号
回転装置
No. 空気
エゼクタ
No. 空気
エゼクタ
電動潤滑
油ポンプ
主潤滑油
ポ ン プ

記
　
　
　
　
事

　　  号
洗 浄 機
　号海水
ポ ン プ
　号海水
ポ ン プ
　号海水
ポ ン プ

 



別記様式第３（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ）

（ガスタービン主機《CODOG》用）

所  属 
番  号 

艦  名 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

自 至

－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －
－ － －

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

１
号
出
口

２
号
出
口

入
　
口

１
　
号

２
　
号

１
　
号

２
　
号

出
力
タ
ー

ビ
ン

１
　
号

２
　
号

主
機
　
入
口

過
給
機
入
口

１
　
　
号

２
　
　
号

３
　
　
号

主　機 過　給　機掃
　
　
　
　
気

高
圧
圧
縮
機

主
機
入
口

　
燃
料
弁
出
口

過　給　機

２
号
出
口

１
号
出
口

冷 却 清 水
低
圧
圧
縮
機入

　
口

出
　
口

入
　
口

ス
ロ
ッ

ト
ル
開
度

回　転　数

主
　
　
機

過給機 潤滑油
冷

却

清

水

冷

却

海

水

掃
　
　
　
　
気

排 気(R/L) 過給機
入　口

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ主機

左
　
　
　
　
　
軸

右
　
　
　
　
　
軸

合
　
　
　
　
　
計

回　転　数

燃
　
料
　
指
　
度

ガ
バ
ナ
　
入
力
軸

設
　
定
　
位
　
置

圧　　　力 温　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度

　　年　　　月　　　日　　　曜日 停泊地

時
　
　
　
　
　
刻

積算回転数
総
軸
毎
分
平
均
回
転
数

燃
　
料
　
消
　
費
　
量

室
　
内
　
温
　
度

デ　　　　ィ　　　　　　　ー　　　　　　　ゼ　　　　　　　ル　　　　　　　主　　　　　　　機

過給機
出　口

潤　　滑　　油

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

使 用 時 数

機 器 名 起　動　時　刻 計
停　止　時　刻 小　計 累　計

主
　
　
　
機

燃
　
料
　
弁

入
口
ガ
ス

潤
滑
油
出
口

左
　
舷

右
　
舷

左
　
舷

右
　
舷

艦
首
側

艦
尾
側

２
　
　
番

ポ
ン
プ
入
口

ポ
ン
プ
出
口

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ
　
 
入
　
口

出
力
タ
ー

ビ
ン

出
　
　
　
口

ﾀｰﾋﾞﾝ 供　給 左　舷
シ
リ
ン
ダ
ー

注
油

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ

減

速

装

置

１
　
　
番

中
間
軸
受

最
　
　
高

主

機

過

給

機
番
号

温
度

潤
滑
油
　
入
口

軸
　
受
　
最
　
高

変節油 スラスト

左
　
　
舷

右
　
　
舷

軸　 受海
水
ポ
ン
プ
出
口

ク
ラ
ッ

チ
作
動
油

変節油 変節油サーボ
右　舷

艦
首
側

艦
尾
側

燃　料 潤　滑　油 出　力 潤
滑
油
　
入
口

振　動 圧　　　　　力 温　度 圧　　　　　　　　　力 温　　　　　　　度 潤 滑 油 変節油
冷　却
清　水

機関長　　印 員長　　印

時
　
　
　
　
　
刻

ガ ス タ ー ビ ン 主 機 減 速 装 置 ・ 軸 系 タ ン ク 量
ビ

ル

ジ

溜

め

汚
　
油
　
溜
　
め

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ

出
力
タ
ー

ビ
ン

 



別記様式第４（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ）

（ガスタービン主機      用）

所  属 
番  号 

艦  名 

《COGAG》 
《COGOG》 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

自 至

当直時刻

記 載 者

　　年　　　月　　　日　　　曜日 停泊地

時
　
　
　
　
　
刻

積算回転数
総
軸
毎
分
平
均
回
転
数

室
　
内
　
温
　
度

号　　　　主　　　　機

潤滑油
出
力
タ
ー

ビ
ン
入
口
ガ
ス

燃
　
料
　
入
　
口

号　　　　主　　　　機

ス
ロ
ッ

ト
ル
開
度

回　転　数 振　動 圧 力 温 度
燃
　
料
　
消
　
費
　
量

主

機

潤

滑

油

量

ス
ロ
ッ

ト
ル
開
度

回　転　数 振　動 圧 力 温 度
燃
　
料
　
消
　
費
　
量

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ

出
力
タ
ー

ビ
ン

燃　料 潤滑油
出
力
タ
ー

ビ
ン
入
口
ガ
ス

燃
　
料
　
入
　
口

主

機

潤

滑

油

量

左
　
　
　
　
　
軸

右
　
　
　
　
　
軸

合
　
　
　
　
　
計

低

圧

圧

縮

機

高

圧

圧

縮

機

出
力
タ
ー

ビ
ン

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ

出
力
タ
ー

ビ
ン

燃　料 潤　滑　油 低

圧

圧

縮

機

高

圧

圧

縮

機

出
力
タ
ー

ビ
ン

潤　滑　油

ポ
ン
プ
入
口

ポ
ン
プ
出
口

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ
入
口

出
力
タ
ー

ビ
ン
入
口

出
力
タ
ー

ビ
ン
出
口

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ
入
口

高
圧
タ
ー

ビ
ン
排
油

空
気
／
油
分
離
器

ポ
ン
プ
入
口

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ
入
口

高
圧
タ
ー

ビ
ン
排
油

空
気
／
油
分
離
器

記
　
　
　
　
事

ポ
ン
プ
出
口

ガ
ス
ゼ
ネ
レ
ー

タ
入
口

出
力
タ
ー

ビ
ン
入
口

出
力
タ
ー

ビ
ン
出
口

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

   号海水ポンプ

般用海水ポンプ

   号海水ポンプ

   号海水ポンプ

   号海水ポンプ

   号海水ポンプ

   号空気圧縮機

   号空気圧縮機

   号空気圧縮機

造　水　装　置

   号補助ボイラ

   号補助ボイラ

    号 発 電 機

    号 発 電 機

    号 発 電 機

       号 主 機
右

舷

左

舷

右

舷

左

舷

       号 主 機

       号 主 機

    号 発 電 機

減　速
装　置
油溜め

変節油

重　力

ビ

ル

ジ

溜

め

汚

油

溜

め

軸

受

最

高

推

力

軸

受

中
間
軸
受
最
高

変
　
節
　
油

潤

滑

油

入

口

海

水

ポ

ン

プ

変

節

油

供

給

潤

滑

油

入

口

軸

受

最

高

推

力

軸

受

中
間
軸
受
最
高

変
　
節
　
油

潤

滑

油

入

口

海

水

ポ

ン

プ

変

節

油

供

給

潤

滑

油

入

口

停 止 時 刻 小 計 累　計
       号 主 機

圧　　力 温　　　　　度 圧　　力 温　　　　　度

機関長　　印 員長　　印

時
　
　
　
　
　
刻

減 速 装 置 ・ 軸 系 （ 左 ） 減 速 装 置 ・ 軸 系 （ 右 ） タ ン ク 量 主　　　補　　　機　　　使　　　用　　　時　　　数
機 器 名 起 動 時 刻 計

 



別記様式第５（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ）

（護衛艦・補給艦ディーゼル主機用）

所  属 
番  号 

艦  名 



（１頁表） 

自 至

－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

１
号

２
号

３
号

冷
却
海
水

燃
料
供
給

減
速
装
置

排 気 （ 左 ／ 右 ）

３
号

１
号

２
号

３
号

過給機入口
（左／右）

過給機出口

１
番

２
番

３
番

４
番

５
番

６
番

１
号

２
号

冷
却
清
水

動
弁
潤
滑
油

燃

料

弁

冷
却
清
水

温　　　　　　　　　　　　　　　度 過　給　機

毎分回転数１
　
　
号

２
　
　
号

３
　
　
号

４
　
　
号

５
　
　
号

６
　
　
号

１
　
　
号

左
　
　
　
　
　
軸

右
　
　
　
　
　
軸

合
　
　
　
　
　
計

圧　　　　　　　　　力

２
　
　
号

３
　
　
号

４
　
　
号

５
　
　
号

６
　
　
号

主
潤
滑
油

　　年　　　月　　　日　　　曜日 停泊地

時
　
　
　
　
　
刻

積算回転数 総
軸
毎
分
平
均
回
転
数

燃
　
料
　
消
　
費
　
量

室
　
内
　
温
　
度

主 機 毎 分 回 転 数 燃　　料　　指　　度
１　　　　　　　号　　　　　　　主　　　　　　　機

LO

 



 （２頁裏） 

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

１
号

燃
料
供
給

減
速
装
置１

号
２
号

３
号

排 気 （ 左 ／ 右 ） 過給機入口
（左／右）

１
番

２
番

３
番

４
番

５
番

６
番 ２

号
３
号

動
弁
潤
滑
油

燃

料

弁

冷
却
清
水

冷
却
海
水

過給機入口
（左／右）

過給機出口 主
潤
滑
油

冷
却
清
水

１
号

２
号

３
号

１
号

２
号

３
号

冷
却
海
水

燃
料
供
給

減
速
装
置

排 気 （ 左 ／ 右 ）

１
番

２
番

３
番

４
番

５
番

６
番

冷
却
清
水

動
弁
潤
滑
油

燃

料

弁

冷
却
清
水

時
　
　
　
　
　
刻

２　　　　　　　号　　　　　　　主　　　　　　　機 ３　　　　　　　号　　　　　　　主　　　　　　　機

圧　　　　　　　　　力 温　　　　　　　　　　　　　　　度 過　給　機

毎分回転数

圧　　　　　　　　　力 温　　　　　　　　　　　　　　　度

主
潤
滑
油

LO LO

 



 （３頁表） 

－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －

時
　
　
　
　
　
刻

３　号　主　機 ４　　　　　　　号　　　　　　　主　　　　　　　機 ５　　　　号　　　　主　　　　機

温　　度 過　給　機

毎分回転数

圧　　　　　　　　　力 温　　　　　　　　　　　　　　　度 過　給　機

毎分回転数

圧　　　　　　　　　力 温　　度

過給機出口 主
潤
滑
油

冷
却
清
水

動
弁
潤
滑
油

燃

料

弁

冷
却
清
水

冷
却
海
水

２
号

３
号

燃
料
供
給

減
速
装
置

排 気 （ 左 ／ 右 ） 過給機入口
（左／右）

３
番

４
番

５
番

６
番

冷
却
海
水

燃
料
供
給

過給機出口 主
潤
滑
油

冷
却
清
水

動
弁
潤
滑
油

１
号

２
号

３
号

１
号

２
号

３
号

１
番

２
番

１
号

２
号

３
号

１
号

１
番

２
番

３
番１

号
２
号

３
号

減
速
装
置

排気（左／右）燃

料

弁

冷
却
清
水

－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －

主
補
機
使
用
時
数

機　器　名 起　動　時　刻 計 機　器　名 起　動　時　刻 計 機　器　名 起　動　時　刻 計
停　止　時　刻 小　計 累　計 停　止　時　刻 小　計 累　計 停　止　時　刻 小　計 累　計

　　号主機 　　号主機

　　号主機 　　号主機

　　号主機 　　号主機

LO LO

 



 （４頁裏） 

－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － －

　　号主機

　　号主機

累　計
　　号主機

起　動　時　刻 計
停　止　時　刻 小　計 累　計 停　止　時　刻 小　計 累　計 停　止　時　刻 小　計

－

主
補
機
使
用
時
数

機　器　名 起　動　時　刻 計 機　器　名 起　動　時　刻 計 機　器　名

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －

－
－ － － －
－ － － －

温
　
度

番
　
号

温
　
度

１
号

２
号

３
号

１
号

２
号

３
号

１
号

２
号

３
号

番
　
号

３
号

１
番

２
番

３
番

減
速
装
置

排気（左／右） 過給機入口
（左／右）

左 左

４
番

５
番

６
番

１
号

２
号

３
号

１
号

２
号

過給機出口

４
番

５
番

６
番

１
号

２
号

３
号

燃

料

弁

冷
却
清
水

冷
却
海
水

燃
料
供
給

中 間 軸 受
最 高 温 度

温　　　　　　　　度 過　給　機

毎分回転数

圧　　　　　　　　　力 温　　　　　　　　　　　　　　　度 過　給　機

毎分回転数排気（左／右）

機関長　　印 員長　　印

時
　
　
　
　
　
刻

５　　　号　　　主　　　機 ６　　　　　　　号　　　　　　　主　　　　　　　機

過給機入口
（左／右）

過給機出口 主
潤
滑
油

冷
却
清
水

動
弁
潤
滑
油 LO

 



別記様式第６（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ）

（掃海艦・掃海艇ディーゼル主機用）

所  属 
番  号 

艦 (船 )名 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

自 至

当直時刻

記 載 者

油

量

記
　
　
　
　
事

3 4 5 65 6 1

潤滑油 冷却水 中
　
間
　
軸
　
受

油

圧

掃
　
　
　
気

冷
却
水
主
機
入
口

燃
　
料
　
供
　
給

入
　
　
口

出
　
　
口

機
　
　
関

左　　　　側 右　　　　側 入
　
　
口

出
　
　
口2

潤　滑　油

逆
　
転
　
機

排
　
　
油

減
　
速
　
機

推
力
軸
受

左
　
　
　
　
　
軸

右
　
　
　
　
　
軸

合
　
　
　
　
　
計

掃　　　　　　　気　　（シリンダ）

左 右 1 2 3 4

主
機
毎
分
回
転
数

燃
料
ラ
ッ

ク

指

度

温　　　　　　　　　　　　　　度 圧　　　　　　　力 潤
滑
油
供
給
タ
ン
ク

清
水
膨
張
タ
ン
ク

燃
料
供
給
タ
ン
ク

　　年　　　月　　　日　　　曜日 停泊地

時
　
　
　
　
　
刻

積算回転数 総
軸
毎
分
平
均
回
転
数

燃
　
料
　
消
　
費
　
量

プ
ロ
ペ
ラ
翼
角
指
度

１　　　　　　号　　　　　　主　　　　　　機
ユ
ニ
ッ

ト
ポ

ン
プ

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

起動 停止 時　数

起動 停止 時　数

起動 停止 時　数

起動 停止 時　数

当直時刻

記 載 者

機関長　　印 員長　　印

時
　
　
　
　
　
刻

２　　　　　　号　　　　　　主　　　　　　機

室
　
内
　
温
　
度

ユ
ニ
ッ

ト
ポ

ン
プ掃　　　　　　　気　　（シリンダ） 潤滑油

海
　
水
　
温
　
度

使　用　時　数主
機
毎
分
回
転
数

燃
料
ラ
ッ

ク

指

度

温　　　　　　　　　　　　　　度 圧　　　　　　　力 潤
滑
油
供
給
タ
ン
ク

清
水
膨
張
タ
ン
ク

燃
料
供
給
タ
ン
ク

掃
　
　
　
気

排
　
　
油

減
　
速
　
機

推
力
軸
受

逆
　
転
　
機

冷却水 中
　
間
　
軸
　
受

潤　滑　油

1

冷
却
水
主
機
入
口

燃
　
料
　
供
　
給

左　　　　側 右　　　　側 入
　
　
口

出
　
　
口

入
　
　
口

出
　
　
口

機
　
　
関5

１　号　主　機

左 右 1 2 3 4 5 6

記
　
　
　
　
事

計

6

油

圧

油

量

計

2 3 4

計

２　号　主　機

計

 



別記様式第７（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ）

（中 型 デ ィ ー ゼ ル 主 機 用）

所  属 
番  号 

艦 (船 )名 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

自 至

当直時刻

記 載 者

　　年　　　月　　　日　　　曜日 停泊地

時
　
　
　
　
　
刻

積算回転数 総
軸
毎
分
平
均
回
転
数

燃

料

ハ

ン

ド

ル

指

度

ラ
ッ

ク
指
度

過
給
機
回
転
数

温　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度

左
　
　
　
　
　
軸

右
　
　
　
　
　
軸

合
　
　
　
　
　
計

掃　　　　　　　　　気　　　（シリンダ）
冷
却
水
（

シ
リ

ン
ダ
）

最
高

操縦室 主　　　　　　機

潤滑油 潤滑油 清　水 給　器

左 舷 機 （ Ａ ／ Ｂ ） 右 舷 機 （ Ａ ／ Ｂ ） 左
　
機

右
　
機5 6 7 8

集　合
1

主
機
入
口

冷
却
器
入
口

Ａ
入
口

Ｂ
入
口

出
　
口

前 後
左
／
右

左
／
右

左
／
右

1 2 3 4 7 8
集　合

2 3 4 5
左 右高 低 高 低

6

記
　
　
　
　
事

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

起動 停止 起動 停止

機関長　　印  員長　　印

時
　
　
　
　
　
刻

温　　　度 圧　　　　　　　　　　力　　　（左舷機／右舷機） 油　・　水　量（左／右）

冷
　
却
　
清
　
水

冷
　
却
　
海
　
水

燃
　
料
　
供
　
給

制
　
御
　
空
　
気

海
　
水
　
温
　
度

機
　
械
　
室
　
温
　
度

減
速
装
置

潤
滑
油

中
間
軸
受

ス
ラ
ス
ト

軸
　
　
受

潤　　　滑　　　油

給
　
気

潤
滑
油
供
給
タ
ン
ク

過
　
　
給
　
　
機

清
水
膨
張
タ
ン
ク

減

速

装

置

燃
料
供
給
タ
ン
ク

減
速
装
置
潤
滑
油

入
口

出
口

左
／
右

左
／
右

1 2
前 後

推

力

軸

受

ク
ラ
ッ

チ
作
動
油

こ
　
し
　
器

（

主
　
機
）

過

給

器

使
　
用
　
時
　
数

１　号　主　機 ２　号　主　機
起動 停止 時   数 起動 停止 時　 数 起動 停止 時　数 時　数 起動 停止 時　数 時　数 起動 停止 時　数 起動 停止 時　数

計 計 計 計 計 計 計 計  



別記様式第８（第１項関係）田本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 運 転 記 録 ）

（小 型 デ ィ ー ゼ ル 主 機 用）

所  属 
番  号 

艦 (船 )名 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

　　　　　年　　　月　　　日　　　曜日 自 至

当直時刻
記 載 者

停泊地

時
　
　
　
刻

積算回転数
総
軸
毎
分
平

均
回
転
数

燃
料
ハ
ン
ド

ル
指
度

温　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度

左
　
　
軸

中
　
　
軸

右
　
　
軸

合
　
　
計

機
　
械
　
室

排　　　　　　　　　　　気　     　　　（シ リ ン ダ） 冷却水 冷却油
排　気

ターボ
推
力
軸
受

中
間
軸
受1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 21 22 2316 17 18 19

出

口

前

部

後

部
24

入

口

出

口

入

口
20

記
　
　
　
　
事

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

排 気 タ ー ボ

排
　
油

掃
　
気

起
　
動

低
　
圧

冷
　
却
　
水

潤  滑  油

機関長　　印 　員長　　印

時
　
　
　
刻

圧　　　　　　　　　力 温　　　　　　　　　　度 主
機
潤
滑
油
溜
量

主
機
使
用
時
間

燃　料 空　気

 



別記様式第９（第１項関係）（日本工業規格Ｂ列４判） 

 （表 紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 ． ． 
至 ． ． 

機 関 日 誌 補 助 簿 
（ 汽 醸 記 録 ）

 

所  属 
番  号 

艦 名 

（   ボイラ室） 



 （奇数頁（１～61 頁）） 

　　年　　　月　　　日　　　曜日 自 至

当直時刻

記 載 者

記
　
　
　
　
事

給

水

圧

タ
ー

ビ
ン
側

ポ
ン
プ
側

タ
ー

ビ
ン
側

ポ
ン
プ
側

油

温

度

現

量

器

内

圧

器

内

温

度

注

油

圧

蒸

気

圧

回

転

数

油

量

油

量

油

温

度

吸

入

圧

吐

出

圧

吐

出

圧

注

油

圧

蒸

気

圧

回

転

数

戻

り

油

圧

蒸

気

圧

排

気

圧

軸受温度吸

入

圧

吐

出

圧

注

油

圧

蒸

気

圧

回

転

数

油

量

炉

　
　
内

ケ
ー

シ
ン
グ

プ
レ
ー

ト
番
号

バ

ー

ナ

数

圧

　
　
力

温

　
　
度

入

口

温

度

出

口

温

度

補　助 排

ガ

ス

温

度

給　　　　　　　　　水　　　　　　　　　系　　　　　　　　　統

号 主 給 水 ポ ン プ 号 主 給 水 ポ ン プ 主 ブ ー ス タ ー ポ ン プ デ ア レ ー タ ー

軸受温度油

温

度

吸

入

圧

停泊地

時
　
　
　
刻

速

　
　
　
力

室

内

温

度

蒸
気
ド
ラ
ム
圧

過　熱
蒸　気

エコノ
マイザ

通　風
圧　力

バーナ

 



 （偶数頁（２～62 頁）） 

機関長　　印  員長　　印

時
　
　
　
刻

給 水 系 統 燃　　　　　料　　　　　系　　　　　統 送　　　　　　　　風　　　　　　　　機

巡ブース
タポンプ

補助給水
ポ ン プ

巡重油ポンプ 主　重　油　ポ　ン　プ

補
冷
ポ
ン
プ
吐
出
圧

予備水タ
ンク現量

漏
洩
蒸
気
復
水

器
真
空加　熱　器 使

用
タ
ン
ク

燃
　
料

流
量
計

燃
　
料

消
費
量

号　送　風　機 号　送　風　機

回
転
数

ノ
ズ
ル

弁
開
度

注
油
圧

油
　
量

油
温
度

　　号 　　号 吸
入
圧

吐
出
圧

吸
入
圧

吐
出
圧

吸
入
圧

吐
出
圧

注
油
圧

蒸
気
圧

回
転
数

油
　
量

油
温
度

蒸
気
圧

入
口
温
度

出
口
温
度

軸受温度 回
転
数

ノ
ズ
ル

弁
開
度

タ
ー

ビ

　
ン
側

羽
根
車

　
　
側

注
油
圧

油
　
量

油
温
度

軸受温度

タ
ー

ビ

　
ン
側

羽
根
車

　
　
側

吸
入
圧

吐
出
圧

行
程
数

吐
出
圧

使
　
用
　
時
　
数

起動 停止 時　　数 起動 停止 時　　数 起動 停止 時　 数 起動 停止 時 　数 起動 停止 時　　数 起動 停止 時　　数 起動 停止 時　 数 起動 停止  時　数

計 計 計 計 計 計 計 計

Ｎｏ．

No No

 


